
 

 

 

 

 

 
 第２回ＡＩドリル月間を終えました。今回は、２～６年生だけでなく、１年生の子供たちも

ＡＩドリルに取り組みました。 

 さて、ＡＩドリルの取組は、子供たちの学力向上に結び付いていたのでしょうか！？また、

どのような活用方法が、子供たちの学力向上に有効であったのでしょうか！？１１月・１２月

に区調査の過去問（令和元年度・令和２年度）に取り組ませ、正答率を比較してみました。 

区調査【算数】のテスト結果（令和元年度と令和２年度）正答率を比較してみました。 

 学年の平均解答数 令和元年度の正答率 令和２年度の正答率 

１年生 

３６７問 ４０．７％ ５５．２％ 
検証結果 正答率約１４％向上！ 
 足し算・引き算の文章題に重点的に取り組ませた。結果、引き算の文章

題で立式が正しくできるようになった児童が増えた。また、３つの数を足

したり引いたりする計算問題に繰り返し取り組ませ、計算ミスが減った。 

２年生 

６８４問 ７８％ ８４．２％ 
検証結果 正答率約６％向上！ 
 かけ算や足し算・引き算の筆算問題を重点的に取り組ませた。かけ算の

計算ミスはほぼなくなり、筆算の繰り上がり・繰り下がりの間違いも少な

くなってきた。また、単位変換もできるようになってきた。 

３年生 

７５０問 ５３．３％ ５７．４％ 
検証結果 正答率約４％向上！ 
 基礎計算の問題（あまりのあるわり算や２桁×２桁など）を中心に取り

組ませた。区調査の結果から、計算ミスやケアレスミスが少しずつ減って

いるように感じた。 

４年生 

５２９問 ４２．９％ ５５％ 
検証結果 正答率約１２％向上！ 
 令和元年度の結果より、基本的な計算問題の正答率を上げる必要性を感

じ、毎日基礎計算問題（分数や小数の計算）に取り組ませた。令和２年度

の結果から、文章問題以外の正答率が上がったように感じている。 

５年生 

７５９問 ３７．８％ ５７．８％ 
検証結果 正答率約２０％向上！ 
繰り返し、基礎計算の問題に取り組ませた。結果、小数のわり算の問題

では、小数点の位置を誤ってしまう児童が減った。また、分数のたし算・

ひき算の問題では、正しく通分をして取り組める児童が増えた。 

６年生 

１２７３問 ７３．２％ ７７．４％ 
検証結果 正答率約４％向上！ 
 分数の通分や約分など、基礎問題を速く正確に解けるようになった。ま

た、割合や比例の問題では、基準となる数が何かを理解し、正しく立式する

ことができるようになった児童が増えたため、全体的に誤答が減った。 
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５年生は、縦割り班活動時に出題するク

イズを、Google スライドを使って作成し

ました。またスライドにアニメーションを

挿入し、クイズ大会がより盛り上がるよう

にしていました。 

 アニメーションは、「右から左に移動す

る」「下から画像が出てくる」というもの

を選択するだけでなく、画面の切り替えや

動き始めるタイミングなど、多種多様な工

夫ができます。上手に組み合わせることで

効果的に視覚に訴えることができるので

す。 

アニメーションをフル活用！      

 さあ、実践。縦割り班の下級生も楽しめ

るように、スライドを示すだけではなく、

声に出して発表します。反応を見ながらス

ライドを送り、クイズを進めていきまし

た。スライドはあくまで発表の補助です。

これさえあれば万事解決というものでは

ありません。しかし、ただ原稿を読むだけ

の発表から、視覚に訴える発表になり、さ

らには聞き手を意識して資料を作ること

で発表の質は確実にあがるはずです。お楽

しみだけでなく、学習でも活用し、１つの

スキル「発表力」を磨いていきましょう。 

どの学年も、総じて基礎計算力が向上しているという結果となりました。AIドリルは、

誤答した問題に対して、子供たちが正答するまで類似した問題が出題されます。そのた

め、子供たちは自力で解けるようになるまで、何度も苦手な問題に取り組むことができ、

学習内容の着実な定着が基礎計算力の向上につながったと考えられます。 

しかし「文章問題」の正答率は、大幅に向上したわけではありません。問題文を理解

し、立式する点に課題があると考えています。現在、随時ＡＩドリルの問題内容が更新さ

れています。文章問題も増えていますので、子供たちには、基礎計算問題と文章問題をバ

ランスよく取り組ませる必要性を感じました。 


